
明
と
新
し
い
仕
組
み
の
ご
案
内
を
行
い
、

組
合
員
・
利
用
者
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
、豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
命
総
合
お
よ
び
建
物
更
生
共
済
等

の
長
期
共
済
は
１
，３
８
５
件
の
契
約
と

な
り
、満
期
１４
億
１
，５
５
１
万
円
、計
画

対
比
５９
・
６
％（
前
年
対
比
７７
・
２
％
）、

保
障
１
６
０
億
６
９
０
万
円
、
計
画

対
比
２
１
２
・
０
％
（
前
年
対
比

２
７
６
・
７
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
は
、
平
成
２９
年
度
に
お

い
て
も
、
よ
り
多
く
の
組
合
員
・

利
用
者
か
ら
ご
利
用
頂
い
た
こ
と
で
、

支
払
件
数
３
，５
４
９
件
、
共
済
金

２１
億
９
８
１
万
円
（
満
期
共
済
金
を
含

む
）
を
お
支
払
い
し
、
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◎
平
成
３０
年
度
事
業
計
画

　

地
域
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
農

業
生
産
の
拡
大
」、「
農
業
所
得
の
増

大
」
を
め
ざ
し
複
合
経
営
を
推
進
し
ま

す
。特
に
稲
作
偏
重
か
ら
の
脱
却
に
よ
る

組
合
員
の
農
業
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、

野
菜
の
種
苗
費
等
助
成
を
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
作
付
面
積
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
市
場
情
報
の
収
集
に
よ

る
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
１２
月
に

開
設
し
た
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
を
有

効
に
活
用
し
、
労
働
力
不
足
の
解
消
に

努
め
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
食
と

農
を
基
軸
に
「
人
・
モ
ノ
・
情
報
等
の

幅
広
い
交
流
」
を
Ｊ
Ａ
事
業
の
基
礎
と

な
る
活
動
と
し
て
展
開
し
ま
す
。
組
合

員
や
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
助
け
合
い
・
健
康
づ
く
り

を
重
点
と
し
た
活
動
を
進
め
る
ほ
か
、

「
支
店
を
拠
点
と
し
た
協
同
活
動
」
を

軸
に
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
強
化

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
３０
年
度
は
、
第
七
次
３
カ
年
計

画
の
最
終
年
度
と
て
、
組
合
員
が
安
心

し
て
農
業
経
営
が
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
支
援
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

な
ど
計
画
に
基
づ
い
た
各
事
業
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
に

よ
り
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま
す
。
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回
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杉
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告
事
項
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報
告
事
項
１

　

�

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

報
告
事
項
２

　

�

第
２０
年
度
（
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
３０
年
３
月
３１
日
）
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
全
国

監
査
機
構
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査

報
告
に
つ
い
て

〈
提
出
議
案
〉

議
案
第
１
号

　

�

第
２０
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　

�

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　

�

信
用
事
業
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　

�

平
成
３０
年
度
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　

�

平
成
３０
年
度
経
費
の
賦
課
金
額
、
賦
課
の

方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　

�

平
成
３０
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
決
定

に
つ
い
て

付
帯
決
議
１

　

�

決
議
事
項
中
、
行
政
庁
の
認
可
、
承
認
等

を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
総
代
会

決
議
の
内
容
を
変
え
な
い
字
句
等
の
変
更

は
理
事
会
に
ご
一
任
願
い
ま
す
。

付
帯
決
議
２

　

�
年
度
途
中
で
、
事
業
計
画
の
一
部
に
つ
い

て
軽
微
な
変
更
を
要
す
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
理
事
会
で
計
画
の
変
更
が
で
き
る
こ

と
を
承
認
願
い
ま
す
。

特
別
決
議

　

�

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
実
践
の
加
速

化
に
関
す
る
特
別
決
議
（
案
）
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